
 

 

 

 

 

- 開幕直前発表会 - 

日時｜令和４年４月５日［火］13:00－14:00   
場所｜渋谷ヒカリエ ８階 8/COURT 
主催｜瀬戸内国際芸術祭実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アート作品数：214作品 
参加アーティスト：184組（33の国と地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［事前に以下をよく読んでから、ご来場ください］  

・体調が悪いときは、来県、来場をお控えください。 
・体温が 37.5 度以上の方、風邪等の症状がある方は 
アート施設や作品への入場をお断りします｡（香川（岡 
山）県内で発熱等の症状が出て、発熱外来を受診し検 
査を行うことになった場合、検査結果が判明するまで香 
川（岡山）県内での待機をお願いするとともに、陽性で 
あれば、香川（岡山）県内の宿泊療養施設等で退所・退 
院が認められるまで療養していただくことになります｡） 
・感染状況によっては入場制限等を行う場合があります。 
・島には多くのご高齢の方が生活していますので、島内 
や島に渡る船では、大声を控えるとともに、マスク会食 
を行うなど、感染対策をしっかり行ってください。 

<検温スポット> 

直島：各アート施設 / 豊島：高松港・宇野港・家浦港案内所・

唐櫃岡 / 女木島：高松港 /男木島：高松港 / 小豆島：島内の

アート作品付近 / 大島：高松港 / 犬島：宝伝港・犬島案内所 

/ 沙弥島：沙弥島案内所・与島案内所 / 本島：丸亀港・児島観

光港 / 高見島：多度津港・本通アート作品付近/ 粟島：JR 詫

間駅・経面臨時駐車場 / 伊吹島：観音寺港 / 高松港周辺：各

アート施設 / 宇野港周辺：宇野港案内所 

瀬戸内国際芸術祭2022を 

安全・安心に巡るためのお願い 

1. 検温 
2. 口頭による体調確認 
3. リストバンドの受取り 
＊リストバンドは当日のみ有効です 

＊リストバンドは無くさないように、すぐ手首に装着してください 

① 感染対策＆鑑賞マナーを必ず守ってください 

② 検温スポットで検温・体調確認をして、リストバンド
をもらってください 

③ 施設や作品の入場時に、リストバンドを提示してく
ださい 

1. リストバンドの提示 
2. パスポート等のバーコード読み取りによる入場記録 

④ 感染対策＆鑑賞マナーを守って、楽しく・安全に巡りましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

(夏公開予定) 

1983 年生まれ、東京都出身。 

彼女の作品の前に立つと、見えない

存在が今そこに、ここにある、とい

うことの不安な確信を抱く。科学に

よっては説明できないような人間の

深層心理や見えないものに対する知

覚を鑑賞者に疑似的に体験させる作

品を、額装されたペインティングか

ら、まるで空間全体へ憑依させるよ

うな大型インスタレーションなど、

様々なスケールで展開している。 

冨安 由真 
Tomiyasu Yuma 

1961 年オーストラリア・ホバート生まれ。 

フェミニズムの文献や、神話からモチーフ・概念を

引き出し、それらをもとに物語を創造し有機的形体

へと、主に彫刻やドローイングという媒体によって

展開している。彼女の作品へは、いつもどこかに顔

や身体の一部が寓意的に起用され、ピンクやグレ

ー、黒や白といった制限された色彩によって表され

たその世界には夢のような浮遊感がある。 

また彼女にとって、触覚から得るインスピレーショ

ンも作品創作の重要な要素であり、近年、人間の身

体によって作動する彫刻作品＝「パフォーマンスツ

ール」という考えを発展させ、実際に身体に取り付

けるオブジェクトの制作や、パフォーマンス・振付

も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

(夏公開予定) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

1965 年、ブラジル生まれ。現在、アメリカを拠点に活動する。主な展覧会に、

「The Dreams of a Sleeping World」（2008、東京都現代美術館、東京）、「瀬

戸内国際芸術祭 2013」（2013、香川）、「大岩オスカール 光をめざす旅」（2019、

金沢 21 世紀美術館、石川）、「Dreams of a Sleeping World」（2019、USC ア

ジア太平洋美術館、アメリカ）、「奥能登国際芸術祭 2020 ＋」（2021、石川）

など。 

photo by abiko sachie 

静岡県生まれ。コスチューム・アーティストとして広告、演劇、ダンス、バ

レエ、映画、テレビなどその発表の場は多岐にわたる。ＮＨＫ Ｅテレ「にほ

んごであそぼ」のセット衣裳を担当中。歌舞伎「桜の森の満開の下」野田秀

樹作・演出の「Ｑ」ダンス「サーカス」新国立劇場、「不思議の国のアリス」

など多数の舞台衣装を担当。 

 

歴史的な物語を更新する可能性、展示方法を再構成する可能性、他のアーテ

ィストと制作手段を共有する可能性、実際の連帯の可能性など、自分の活動

を通して、社会の階層的な文化システムの中に新しい存在形態を見出そう

としている。 

主な芸術的関心は、個人的・集団的な記憶に言及し、歴史的な曖昧さを特徴

とし、叙情的・概念的な方法で展開する大規模な絵画、ビデオ、インスタレ

ーションにあります。作品の中で、現実と空想の境界線はどこにあるのかを

問いかけ、ドキュメントと芸術的想像力が重なり合う物語に興味を持って

いるのです。それは、異なる社会集団との絶え間ない対話という形で、私の

実践に反映されています。通常、この対話は、私の作品に実装される個人的

な物語の形をとります。私は、権威主義的な政府のもとで、ストレートに攻

撃的なジェスチャーをすることなく、純粋な視覚的芸術形態と人々との絶

え間ない共同作業の中に社会的共感を込めた政治的アーティストになるに

はどうしたらよいかを自問している。 

エカテリーナ・ムロムツェワ 

Ekaterina Muromtseva 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(夏公開予定) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(夏公開予定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(秋公開予定) 
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(春夏は小豆島、豊島で活動、秋粟島で公開予定) 

(秋公開予定) 

(秋公開予定) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

＜夏会期から会館予定＞ 

 

 

 

 

 

         ＜秋会期から公開予定＞ 
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公式グッズのデザインを手掛けるのは、2010年の芸術祭開始以来ポスターや公式ウェブサイトなどトータ
ルなデザインを担当している原研哉氏。 
魅力的な公式グッズが芸術祭を盛り上げます。島めぐりのおともに、旅の思い出作りに、一役買うこと間違
いなし!! 高松港、直島の公式ショップやオンラインショップにて公式グッズを販売します。 

6 

高松港公式ショップ「海の市場」 直島公式ショップ海の駅「なおしま」内 

瀬戸内国際芸術祭2022 

公式オンラインショップ 
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公式ウェブサイト 

Information 

これ1冊で芸術祭を巡れるように、作品やイベント、食、

宿泊、交通、会場周辺のおすすめスポットなどの情報

を、写真やイラスト、マップとともに紹介 

 

インタビューや対談、コラムなど、読み物としても充実 

 4月中旬発行予定 

 1,200円（税別） 

瀬戸内国際芸術祭に関するすべての情報を集約して

5カ国語で発信 

 巡る 

 アクセス 

 作品・作家、スケジュール 

 買う  など 

航路の情報以外にも、公式ウェブサイト、公式ガイドブック、公式アプリ
などで、瀬戸内国際芸術祭に関する情報をご確認いただけます 

公式ガイドブック 

公式アプリ 
経路検索等の機能を搭載した公式アプリを

無料配信中！ 

詳細はアクセスガイドのページにてご確認

ください。 


